


















博士の専攻分野の名称  博 士（人間科学） 
学 位 記 番 号  第  ２０８１１  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年３月 23 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            人間科学研究科人間科学専攻 
学 位 論 文 名  注意制御機能に関する加齢変化：認知心理学的手法による研究 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 三浦 利章 
            （副査） 
            教 授 藤田 綾子  助教授 篠原 一光 
【16】





 しかし、注意制御機能について、突然の onset のような注意を捕捉する刺激を意図的に無視する能力に、年齢差が
あるかどうかに関する知見は一致していない。そこで、本研究では現実場面への応用を視野に入れて注意制御機能に
おける年齢差を検討するために、視覚探索課題による検討を行った。具体的には、本研究では外発的な注意制御との








 また、研究２では研究１における視覚的注意制御課題の成績とその他の認知課題との関係性を検討した。研究 2-1 
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研究１：視覚的注意制御機能の加齢変化に関する検討 
 探索画面に突然刺激が出現する onset 妨害刺激と１つだけ特徴の異なる singleton 妨害刺激という２種類の刺激を
用いた２種類の実験によって、視覚的注意制御機能の加齢変化を検討した。 












【実験２：課題非関連 singleton 妨害刺激の影響】 
 singleton 妨害刺激が出現する場合は、標的検出感度や反応時間等に年齢差は見出されなかった。この結果は高齢










 RST と singleton 妨害刺激を用いた実験２の結果の関係性を検討したが、関係は見出されなかった。このことは研
究１で明らかにされた singleton 妨害刺激は注意制御機能との関係が低い、という考察を支持する結果となった。 
【研究 2-3：課題切替成績の個人差による注意制御機能の検討－実験２の課題を用いて－】 



































頭葉機能との関係が示されている（例えば、Rivaud, Muri, Gaymard, Vermersch, & Pierrot-Deseilligny, 1994）。
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